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   1. Twenty-two cases of foreign bodies in the bladder or urethra were experienced at the 
Department of Urology, Kyoto University during past four years and four months. 
   2. Statistical study was made on 691 cases of foreign bodies in Japanso far reported. 
   It was concluded that recently foreign bodies such as suture materials were frequently 
seen in the patients who underwent gynecologic operation.
緒 言
京大泌尿器科教室に於ける膀胱及び尿道異物
症例については,後藤 新谷が,大 正4年 より
昭和26年末までの37年間の43例について,昭和



























































































































































































































































尿 道 切 開






自 然 排 出
ヤング氏異物膀胱鏡
高 位 切 開




















































を核とした鳩卵大の結石1個 あるを 確 認 す(図6,
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図7.症 例22の膀 胱 内 写真.
7)膀 胱高位切開にて摘除す(図8)














235例を 合 せ た都 合 昭 和27年か ら昭和36年末 まで の379
例 との2群 に分 け,同 様 に 両 者 を統 計 的 に 比較 観 察 し
て,本 邦 例 の最 近 の傾 向を も覗 い たい と思 う.
〔1〕 性 別 及 び年 令 別
(A)京 大 例(表2)
先 づ 性 別で あ るが,昭 和26年以前 は 男79.1%に対 し
女20.9%と男子 の 症例 が 圧 倒 的 に多 い が,昭 和27年以
降 は 男36.4%に対 し女63.6%と女 子 の 症 例が 男 子 の症
例 よ り多 くなつ て い る.
年 令 別 で は,昭 和26年以 前 は10才台11.7%,20才台
25.6%で両 者 合 せ て37.3%,昭 和27年以 降は10才台
20.4%,20才台11。4%で両 者 合せ て31.8%と30才未 満
の若 年 者 の 占め る率 が共 に 全 体 の凡 そ1/3であ る.次
に,昭 和26年以 前 は30才台18.6%,40才台16.0%,50
表2年 令別 ・性別(京大例)
期 問 昭和26年以 前(大4～ 昭26)
＼ ＼ 性
年 令 ＼





























































%,60才台2.3%となつ て お り共 に30才台,40才 台 の
症例 が 多い が,特 に昭 和27年以 降は 両 者 の合 計 が50.0
%と 全 体 の半 数 を 占 め るに 至 つ てい る.
最後 に,性 別 及 び 年 令別 の両 面 か ら観 察 し て み る
と,男 子 に 於 ては 昭 和26年以前 は10才台14.7%,20才
台29.4%と30才未 満 が 計44.1%で全 体 の半 数近 くを 占
め,残 りは 爾 余 の年 台 に 分 散 して い るが,昭 和27年以
降で は10才台43.7%,20才台25.O%と30才未 満 が 計
68,7%に達 して全 体 の2/3を占め,残 りは40才台,50
才 台及 び60才台 に分 散 して い る.一 方女 子 に 於 ては,
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昭 和26年以前 は30才未満 は20才台11.O%のみで,30才
台22.O%,40才台44.O%,50才台22.O%とな つ て お
り,昭 和27年以 降 は10才台7.1%,20才台3.6%と之 も
30才未 満 は 計10.7%のみ で,他 は30才台35.7%%,40
才 台35.7%,50才17.9%となっ て30才台,40才台 の症
例 が 多 く両 者で 全 体 の70%余を 占めて い る,
以 上 を綜 合 して,京 大 泌尿 器 科 教室 に お け る膀 胱 及
び尿 道 異物 症 例 の最 近 の傾 向 を概 要す る と,本 症 例 は
以前 は 男子 に圧 倒 的 に多 か つ た のが,最 近 は男 子 よ り
女 子 の 症 例が 多 数に なつ て 来 てお り,又 男 子に 於 ては
30才未 満 の若 年 者が 多 い のに対 し,女 子 で は30才台,
40才台 の 壮年 者 に多 く,こ の 傾 向が 最近 特 につ よ くな
































































































り,之 ら30才台 以 下 の年 令 が全 体 の70%余 りを 占 め て
い る,昭 和32年以降 は10才台 が26.O%で一番 多 く,次
い で20才台23.5%,30才台17.9%となつ て お り,之 ら
30才台 以下 の年 令 が 全体 の70%近 くを 占め てい る.
最 後 に性 別 及び 年 令別 の両 面 か ら観 察 す る と,昭 和
30年以前 は 男子 で は20才台 が38.4%で一 番多 く,次 い
で10才台20.2%,30才台13.0%となつ てい て若 年 者に
症例 が 多い の に対 し,女 子 で は20才台31.4%,30才台
27.6%,40才台13.3%,10才台11.0%の順 で あ り,男
子 に比 し幾 分 高 令者 に 症例 が 多 く,昭 和32年以降 も男
子で は10才台 が43.6%と一 番 多 く,次 い で20才台 が
20.0%となつ て い るに 対 し,女 子で は30才台29.1%,

























ゴム管及 び ゴ ム棒


























































皮 様 嚢 腫
体 温 計 ・温 度 計
木 片 等






ビ ニ ー ル 製 品
鉛 筆 ・ク レヨ ソ ・ペ
ソ軸
毛 髪






































































































1.経 尿 道 性
自 慰
















既 往 手 術
皮 様 嚢 腫
膀 胱 壁 よ り




























性 的 目 的
鷺鰯
尿 道 治 療
堕 胎 目 的
其 の 他
不 詳
1 (5.6%) 尿道以外の2・ 経路
既 往 手 術
26(59.1%)





嚥 下 物 迷 入
膣内挿入物の貫
通
膀 胱 壁 よ り




















































































1.観 血 的 方 法
高 位 切 開
尿 道 切 開
開 腹 術
2。非 観 血 方 法
砕 石 器 に て摘 出
ヤング氏異物膀胱鏡
にて摘出






膀 胱 鏡 的 に


















(昭27～昭37.4) 1.観 血 的 方 法
9(20.4%) 高 位 切 開
7(77.8%)
2(22.2%)
会 陰 切 開
膣 式 膀 胱 切 開
其 の 他
術 式 不 詳
30(68.2%)
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